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               審   査   の   要   旨 
 
 一都市ながら一国並みの経済規模を持つ東京都は、我が国経済の中心地域であると同時に最大の温室
効果ガス排出地域でもある。同地域は温室効果ガス排出削減を念頭に2030年までにエネルギー消費にお
ける再生可能エネルギーの割合を30％まで引き上げることを目標に掲げており、再生可能エネルギーの
導入過程とその効果について定量的に詳細に明らかにした本研究は時宜を得たものであり、有益で示唆に富む結
果が得られている。また本研究では、複数環境域の負荷の同時削減を念頭に置いた政策提言を行っており、
温室効果ガスの排出制御のみならず、地域の環境問題を包括的に捉えて分析を行った点で大きな学術的
独自性を持つ。 
 直面している研究課題の設定、背景の分析、先行研究のサーベイ、モデル構造式の設定、用いたデー
タやパラメータの推定は何れも適切になされており、シミュレーションケースの設定、結果の分析と結
論の導出も適切である。東京都を対象として、環境経済政策の導入を複数環境域負荷の同時削減目標達
成のためのツールとして念頭に置き、再生可能エネルギー導入や下水処理の高度化を考慮に入れ、定量
的に総合評価した研究は見当たらない。研究成果は国際学術雑誌に掲載され、学会からも高い評価を得
ている。 
 令和2年1月22日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験
を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員
全員によって合格と判定された。 
 よって、著者は博士（環境学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
